
会議年月日 21 年 3 月 13 日 時　間 13:30 ～ 16:00 場　所 流山市生涯学習センター（3Ｆ）

　・日時・場所＝４月３日（金）13：30～15：30　生涯学習センター大会議室（３Ｆ）同じ場所です。

　・内容＝①新田家の省エネ　②指標値について（平手）　③Ｂ宅の省エネ診断（全員）　　　　　　　以上

５、次回予定

　・太陽光発電装置でサンヨーとシャープでは発電効率が違う様だ。継続調査する。（新美）

　・エコワットＲ２型の測定精度につき報告があったが継続調査する事とした。（新田、大前）

４、その他

　・一戸建てと集合住宅ではエネルギー消費量が異なる。（モニターの属性に追加）

　・ライフスタイルによりエネルギー消費量は異なる。データだけでなく質問表も添付したらどうか？（新田）

　　今回Ａ宅の診断に際し下記の事が分かった。

　・何を指標値とするか（国、県、東電、ガス、ＮＰＯ・・・）　次回まで調査（平手）

３、省エネ診断について

　　今後、ガス使用の改善（断熱の工夫、ヒートポンプ式への転換など）及び電気使用の工夫（エアコン・・）

　　により大幅にエネルギー消費の改善が見込まれる。当面２０％改善を目指してほしい。

　　２人同居の平均家庭に比べ電気、水道はほぼ平均値でガスの使用量は２倍強となっている。

　　ＣＯ２排出量はガソリンの消費が無い為に１人当り全国平均（2.1ｔ）の81％（1.7ｔ）である。

２、Ａ宅の省エネ診断

　　モニター９名のデータからするとエネルギーの使い方が多すぎる感があるが、関東地区木造１戸建て

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

１、日比野家の省エネ（資料添付）

「省エネ市民会議」第２回例会

出 席 者
高橋、三木、大前、日比野、高谷、新田、新美、山田、松島、平手、春田（記）

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）

　　　　「質素な生活・自然を甘受」を心構えとする日比野家の省エネを紹介。

　　　　１住宅、２交通、３暖房、４冷房、５給湯、６家電、７水に区分して説明。

　　　　１８年度に対して２１年度の電力消費量は５９％～６５％であったとの事。






